
 1 

    

「「ヘヘブブルル的的視視点点かからら聖聖書書をを読読みみ直直すす」」  

講師 銘形
め い が た

 秀則
ひ で の り

 先生  

 

 

頌主 

長野集会主催のセミナーは、恵みのうちに今年は１１回目を迎えることとなりました。これまでの御参

加、ならびに、お祈りのサポートを心より感謝申し上げます。 

今回は、ヘブル的ルーツから聖書を捉え直すことによって、聖書を新鮮に、また立体的に見ることの

できるようなセミナー、という構想を与えられておりましたが、幸いにも、その方面に造詣の深い銘形先

生に講師を引き受けていただくことができました。（『牧師の書斎』よりサンプルページを印刷しましたの

で、ぜひ、ご参照ください。） 

ふるってご参加いただけますように、謹んでご案内を申し上げます。 

2016年 3月 27日 長野キリスト集会一同 

記 

1. 開催月日：2016年 9月 17日(土)，18日（日），19日（月) ※ 部分参加も可能です。 

2. 会  場：長野ゴスペルホール 

〒381-0082 長野県長野市上駒沢918-8（電話・FAX 026-295-6705） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 講師プロフィール   

22001166 年年  長長野野セセミミナナーーののごご案案内内 

インターネットＨＰ『牧師の書斎』を通し、聖書全巻から偏りのない健全な

教えを、原語の深い理解のもとに北海道より発信し、日本のキリスト教会

に多大の恩恵をもたらしている。１９５２年生まれ。北海道砂川市にある、

空知太栄光キリスト教会牧師。 

《講師からのメッセージ》 

「イエス・キリストはユダヤ人です」とか、「新約聖書にある多くの手紙を書いた使徒パウロはユダヤ

人です」と聞いて、驚くクリスチャンはおそらくいないでしょう。ところが、「福音はユダヤ的(ヘブル

的)視点から解釈される必要がある」とか、「福音にユダヤ性を回復する」と言われると、それが何のこ

とか理解できないクリスチャンは多いはずです。ヘブル的視点という言葉そのものに拒絶反応を起こす方

もいるかもしれません。「ヘブル的視点から聖書を読み直す」とはどういうことか。それをこのセミナー

を通して触れる機会としていただけたらと思います。これまで私たちが何の疑問も感じていなかった聖書

の解釈や理解において、良い意味での再考をうながす契機となるかもしれません。そのためにも、参加さ

れる方は、「真理に対して常にオープン・マインド」であってほしいと願っています。 

そ ら ち ぶ と 
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3. 日   程  
第１日  ９月１７日（土）  

時 刻 内   容 

15：00 受付 

15：30 開会挨拶、連絡、祈り、全体賛美  

15：45 セッション１  『御国の福音』 
17：15 休憩 

17：30 質疑応答（３０分） 

18：00 連絡、祈り 

18：15 終了  

第２日 ９月１８日（日） 

時 刻 内   容 

9：50 聖餐式（60 分） 

11：00 証詞（銘形先生） 

12：10 連絡、昼食、交わり 

12：40 受付 

13：10 特別賛美 
13：30 セッション２  『 「御国」と関連するヘブル的諸概念 』 

15：00 休憩  

15：15 セッション３  『「御国」と関連する「聖なる都、新しいエルサレム」』 

16：45 休憩 

16：55 質疑応答(３０分) 

17：25 諸連絡 

17：30 終了 

18：00 夕食交わり会（セミナー参加者とともに） ［夕食代 500円］ 

第３日 ９月１９日（月） 

時 刻 内   容 

 9：45 受付 

10：15 賛美、祈り、連絡 

10：30 セッション４  『旧約に預言されている「御国の福音」の諸相』 

12：00 連絡、昼食、交わり 

13：25 特別讃美  

13：45 セッション５  『「御国の福音」とブライダル・パラダイム 』 

15：15 休憩 

15：25 質疑応答(３０分) 

15：55 祈り、諸連絡 

16：00 終了 

4. 講師プロフィール 

 

 

 

 

１９５２年 北海道に生まれる。音大に在学中、キリストに出会って受洗。２５歳の時、神の召命を受け、

東京聖書学院に学ぶ。１９８６年、正教師に。１９８９年、北海道砂川市で開拓伝道を始める。２００９年 

７月より『牧師の書斎』HP開設。ピアノやシンセサイザーによる演奏、作曲活動でも知られる。 
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5. 各セッションの詳しい内容 

         

ヘブル的視点から聖書を読み直す 

セッション 1  「御国の福音」 

●パウロはエペソの長老たちを呼んで訣別説教したその中で、「神の恵みの福音をあかしする」ということと、「御

国(の福音)を宣べ伝える」ということとを区別しています (使徒 20:25)。そしてパウロは「御国の福音を宣べ伝え

る」ことを、「私は、神のご計画の全体を、あますところなくあなたがたに知らせておいた」(使徒 20:27)と言い換

えています。神のご計画の全体をパウロはどのように理解し、知らせたのでしょうか。最初のセッションでは、パウ

ロがしたように、果たして、今日の教会において、神のご計画の全体を余すところなく教えているかどうかを考えま

す。また神のご計画を理解するためには「ヘブル的ルーツ」は欠かせないという点も論証します。 

 

セッション 2 「御国」と関連するヘブル的諸概念  

●パウロは「光の子どもらしく歩みなさい。」(エペソ 4:8)と言っていますが、「光の子ども」とはどういう子どもで

しょうか。「明るく、元気で、健やかな子ども」のイメージでしょうか。この「光の子ども」を正しく理解するため

には、聖書における「光の概念」を私たちがどのように理解しているかによります。「光の概念」は「御国の福音」

と密接な関係にあることを論証します。 

 

セッション 3 「御国」と関連する「聖なる都、新しいエルサレム」 

●「アブラハム、ダビデ、イェシュア(イエス)という名前に共通することは何でしょうか。」と問われて、「エルサ

レム」と答えることのできる人は、神のご計画についてかなり学んでいる方です。「エルサレム」がなぜ神のご計画

において重要なのか、「エルサレム」のヘブル語「イェルーシャ―ライム」の語義的面からも検証します。 

 

セッション 4  旧約に預言されている「御国の福音」の諸相   

●旧約の多くの預言者たちが語っている「メシア王国」(千年王国)の預言から、それがどのような国であるかを描け

るでしょうか。神の御子イェシュアはそれを人々に教え、奇蹟をもってデモンストレーションされました。メシア王

国の祝福に対してどれほどの期待感を私たちは抱いているでしょうか。将来を知ることは、私たちが今できることと

できないことが明確にされるはずです。 

 

セッション 5 「御国の福音」とブライダル・パラダイム 

●パウロは教会を「花婿を待ち望むキリストの花嫁」の比喩で表わしました。今日の教会において、この「ブライダ

ル・パラダイム」がきわめて希薄です。聖餐が花婿と婚約していることを花嫁が新たに思い起こさせるためには、ユ

ダヤの婚礼についての習慣を知ることが必須です。「ブライダル・パラダイム」は、神のご計画を常に意識しなが

ら、きわめて夢のある終末的・未来志向をもたらし、「すでに、いまだ」の緊張感をもたらします。 
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6. 参加のお申込みについて 

 

ü 締め切りを８月２１日（日）とさせていただきます。 

ü 申し込み方法は、（１）郵送（２）ファックス（３）メールのいずれかでお願い

いたします。 

   ・ なお、お急ぎの場合は電話でもかまいませんが、名札作成等の関係がありますので、必ず 

     （１）～（３）のいずれかの方法で再度ご連絡ください。 

ü 原則として乳幼児を伴っての参加はできません。 

 

7. 宿泊を希望される皆様へ ※近年、ホテルが早めに満室となる傾向がありますのでご注意ください。 

   ・ 原則として、ご本人でホテルなどの宿泊のお早めの予約をお願いいたします。 

   ・ しなの鉄道三才駅までのお迎えが可能です。（※JR 長野駅までのお迎えはできません。） 

 ・ 長野集会を通してホテル（一泊６千円前後/シングル）を予約される場合は、 

６月２６日（日）までに申込用紙の該当欄に○をつけてお申し込みください。 

8. 長野ゴスペルホールの位置      西友古里店付近の新幹線高架橋のそばです。 

                しなの鉄道三才駅から 810 メートル。徒歩 10 分。駐車場完備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込先 

〒381 - 0082  長野市上駒沢９１８－８ 長野ゴスペルホール 

ɵFAX（共用）：026(295)6705  

E- mail: n_gospelhall@yahoo.co.jp  

セミナー担当者 

（緊急連絡先） 

尾崎富雄 

Phone&Fax: 026 -241 - 2636   

E- mail: tmzk1950@yahoo.co.jp  

mailto:tmzk1950@yahoo.co.jp
http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=9f3OESw8D7oZaM&tbnid=4H74EQ8M1aHDwM:&ved=0CAgQjRw&url=http%3A%2F%2Fwww.gospelhall.info%2F&ei=eWJXU8-tKs-alQWPxIHACQ&psig=AFQjCNH_m4YUY7jelX-o8-iaMj_oK-X4-Q&ust=1398322169774321
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22001166 年年長長野野セセミミナナーー参参加加申申込込書書                   集集会会・・教教会会 
申込責任者氏名：                   連絡先：電話/携帯                    
                                          メールアドレス            @              

ふりがな 

参加者氏名 

性別 

未成年※は 

年齢も記入 

参加日/食事  ○印   交通手段  ○印 宿 泊 ○印 

１７日 

（土） 

１８日 

（日） 

１ ８

日 

昼食 

１ ８

日 

※ 夕食  

１９日 

（月） 

１ ９

日 

昼食 

車 

（運転・ 

 同乗） 

JR/しなの鉄道 

（三才駅着・発の時刻） 

三才駅ま

での送迎

希望 

長野集会で

の予約希望 

ご自分で予約された 

宿泊先名 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

 男・女 

歳       
（運転・ 

同乗） 

到着
（   ：   ） 

出発
（   ：   ） 

   

 

                                                                                       ḹֻ ̓  
※ １８日（日）の夕食のみ有料（￥500）となります。 ※乳幼児は原則として参加できません。 


